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　おかあさんは、りょうりがとくいです。わたしに、

きゅうりのせんぎりをおしえてくれました。ふたり

でつくったひやしちゅうかをかぞくみんなでたべた

ら、とてもおいしかったです。おかあさんがつくっ

てくれるりょうりは、とてもふしぎです。わたしの

きらいなおにくも、やさいもたべられるからです。

いつもやさしくそばにいてくれるおかあさんありが

とう。わたしは、おかあさんの、てにのこったりょ

うりのにおいと、せっけんのかおりがすきです。

常盤小学校１年（現2年）　北
きた

澤
ざわ

史
し

帆
ほ

 さん

おかあさんへ

 優秀賞
小学校低学年の部

　深谷市のユリ出荷量は全国一。八ッ田さん

はユリ農家の3代目。年間約22万本を出荷

しています。海外産の安価なものや、国内で

は新潟がライバル。「深谷産のユリは品質の

良さと、年間を通して出荷できることが強み、

ユリは育てる人の熱意で商品価値が決まる」

と静かに語ります。

　ユリに魅
み

せられ3年目。勉強会にも参加し、

今後は栽培技術の向上や、生産規模の拡大が

目標だそうです。

手を掛ける
うれしさ

八
や

ッ
つ

田
だ

 明
あ き

彦
ひ こ

さん（27歳・樫合）

救
助
の
た
め
に
自
分
を
鍛
え
る

※生産されたユリは、パティオのフラワーショップで販売しています。

　

今
年
10
月
の
Ｒレ

ス

キ

ュ

ー

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｅ

２
０
１
２
（
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
世
界

選
手
権
大
会
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
会

で
、
メ
ダ
ル
獲
得
が
期
待
さ
れ
て
い
る

清
水
雅
也
さ
ん
。

　

清
水
さ
ん
は
畠
山
出
身
の
23
歳
。
幼

な
い
こ
ろ
か
ら
水
泳
を
始
め
、
小
学
校

４
年
生
の
時
に
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
50
ｍ
自
由
形
で
優
勝
し
ま
し
た
。
中

学
・
高
校
と
競
泳
を
続
け
ま
す
が
、
自

分
に
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
続
け
る

セ
ン
ス
が
な
い
と
区
切
り
を
付
け
ま
す
。

　

大
学
に
進
学
し
、
軽
い
気
持
ち
で
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
に
入
部
。
そ
こ
で

初
め
て
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
に
人
命

救
助
の
技
術
を
競
う
大
会
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
す
。「
自
分
の
泳
ぎ
を
別
の

形
で
生
か
せ
る
」
と
の
め
り
込
み
、
大

学
１
年
で
全
日
本
代
表
Ｕ
19
強
化
指
定

選
手
に
選
出
さ
れ
ま
す
。
大
学
２
年
で

は
全
日
本
代
表
強
化
選
手
に
昇
格
し
、

R
E
S
C
U
E
２
０
１
０
エ
ジ
プ
ト
大

会
に
出
場
。
日
本
チ
ー
ム
の
総
合
８
位

入
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
は
、
台
湾
か
ら
の
震
災
復

興
義
援
金
に
対
し
て
感
謝
を
伝
え
る

企
画
「
日に

っ
た
い
く
ろ
し
お
え
い
だ
ん

台
黒
潮
泳
断
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
１
」
に
参
加
。
与よ

那な

国ぐ
に

島じ
ま

か
ら

台
湾
の
蘇す

澳お
う

ま
で
約
１
１
０
㎞
を
、
６

人
が
交
代
で
２
日
間
か
け
て
泳
ぎ
、
お

礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
就
職
も
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、「
今
し
か
で
き
な
い
」
と
、

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
道
を
選
び
ま
す
。

　

現
在
競
技
２
種
目
で
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
を
維
持
。
拠
点
を
湘
南
に
移
し
、

海
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
「
深
谷
に
も
荒
川
・
利
根
川
の
水
辺

が
あ
る
。
将
来
、
安
全
や
環
境
保
護
の

面
か
ら
何
か
自
分
の
力
が
尽
く
せ
れ
ば
」

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

～ライフセーバー　清
し

水
み ず

雅
ま さ

也
や

さん～

▲「日台黒潮泳断チャレンジ2011」で、大潮
流を乗り越え、台湾東海岸に上陸した時の
様子。地元のかたやメディアから熱烈な歓
迎を受けました（平成23年9月）

ヨーロッパに 学 ぶ ( 続 ）

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

﹇
第
13
回
﹈

『佐久間象山』『佐久間象山』　（1811-1864）
　幕末の兵学者。信

しな

濃
の

松
まつ

代
しろ

藩士。佐
さ

藤
とう

一
いっ

斎
さい

に朱子学を学び、江戸神田に象山書院を興
します。後に蘭学・砲学を学び、開国論を
唱え、攘夷派に暗殺されました。門

もん

人
じん

には
勝
かつ

海
かい

舟
しゅう

・坂
さか

本
もと

龍
りょう

馬
ま

・吉
よし

田
だ

松
しょう

陰
いん

らがいます。
『大政奉還』『大政奉還』
　　江戸幕府の第15代将軍徳川慶喜が政江戸幕府の第15代将軍徳川慶喜が政

権を朝廷に返上したこと。第2回長州出権を朝廷に返上したこと。第2回長州出
兵に失敗して幕府の衰えが目立ち、薩長兵に失敗して幕府の衰えが目立ち、薩長
同盟の倒幕の動きが強まったため、慶喜同盟の倒幕の動きが強まったため、慶喜
は前土佐（高知県）藩主は前土佐（高知県）藩主山山

やまのやまの

内内
うちう ち

豊豊
とよと よ

信信
しげし げ

（（容容
ようよ う

堂堂
どうど う

）の意見を入れ、1867年10月14日）の意見を入れ、1867年10月14日
に政権の朝廷返上を請い、翌日朝廷がこに政権の朝廷返上を請い、翌日朝廷がこ
れを受け入れました。この後、薩長倒幕れを受け入れました。この後、薩長倒幕
派は王政復古のクーデターを断行し、明派は王政復古のクーデターを断行し、明
治維新となりました。治維新となりました。

　

軍
人
で
あ
る
ビ
レ
ッ
ト
大
佐
と
銀
行

家
の
フ
リ
ュ
リ
＝
エ
ラ
ー
ル
が
対
等
に

話
し
合
っ
て
い
る
場
面
を
目
撃
し
た
栄

一
。
人
と
人
と
の
間
に
身
分
の
差
別
が

な
い
こ
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

民
業
の
振
興
。
こ
こ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

本
質
が
あ
る
と
、
栄
一
は
理
解
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
実
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
す
。

幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
多
く
の
英
才

が
登
場
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
形
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
理
解
し
た
の
は
、
恐
ら

く
栄
一
独
り
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
米
国
ペ

リ
ー
艦
隊
の
浦
賀
来
航
以
来
、
欧
米
列

強
に
対
す
る
理
解
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
れ

を
軍
事
的
脅
威
と
し
て
と
ら
え
る
の
が

一
般
的
で
し
た
。
幕
末
最
高
の
頭
脳
と

い
わ
れ
た
佐さ

久く

間ま

象し
ょ
う

山ざ
ん

に
、「
夷い

の
術

を
も
っ
て
夷
を
制
す
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
象
山
が
注
目
し
た
の
は

主
と
し
て
軍
事
と
い
う
技
術
的
側
面
で

あ
り
、
栄
一
の
よ
う
に
そ
の
技
術
の

由よ

っ
て
来く

る
精
神
的
領
域
に
ま
で
立
ち

入
っ
て
理
解
し
た
例
は
ま
れ
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

栄
一
が
も
う
一
つ
驚
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
パ
リ
万
博
の
関
連
行
事
へ
の

参
加
を
終
え
た
昭あ

き

武た
け

一
行
は
、
ス
イ
ス

を
皮
切
り
に
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・

イ
タ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
と
、
各
国
を
公

式
訪
問
し
ま
す
。
ベ
ル
ギ
ー
国
王
レ
オ

ポ
ル
ト
二
世
主
催
の
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

の
席
上
で

▲パリ滞在中の栄一（渋
沢史料館提供）

の
こ
と
で
す
。
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
は
幼

い
昭
武
に
対
し
て
ベ
ル
ギ
ー
産
の
鉄
を

使
う
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
陪ば

い

席せ
き

し
た
栄
一
は
、
一
国
の
王
た
る
人
物

が
商
売
の
話
を
す
る
こ
と
に
驚
い
た
の

で
す
。
国
富
の
源
泉
を
な
す
経
済
活
動

の
重
要
さ
に
改
め
て
注
目
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
各
国
巡
歴
を
終
え
て
、
こ
れ

か
ら
昭
武
の
個
人
的
留
学
に
取
り
掛
か

ろ
う
と
す
る
矢
先
の
こ
と
で
す
。
フ
ラ

ン
ス
の
新
聞
が
次
々
と
日
本
国
内
の
政

変
を
伝
え
る
事
態
に
一
行
は
直
面
し
ま

す
。

　

そ
の
年
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の

十
月
十
四
日
の
こ
と
で
す
。日
本
で
は
、

将
軍
慶よ

し

喜の
ぶ

が
政
権
を
朝
廷
に
返
上
す
る

「
大
政
奉
還
」
と
い
う
歴
史
的
大
事
件

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
：
新
井
慎
一
）




